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５
大
学
研
究
協
議
会
が
提
案
し
た
も
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
対
策
の
た
め
の
５
大
学
合
同
研

究
協
議
会
（
＊
）
は
、
平
成
十
七
年
三
月
、
報
告
書
（「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
た
め
の
提
言
」、
以
下
「
５
大

学
報
告
書
」
と
略
記
す
る
）
を
作
成
し
全
国
の
大
学
に
発
信
し
た
。
こ
の
報

告
書
は
、
解
決
手
続
き
を
含
め
て
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
提
案
を
含
む
も
の

で
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
和
製
英
語
で
あ
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

の
定
義
で
あ
る
。
報
告
書
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
大
学

の
構
成
員
が
教
育
・
研
究
上
の
権
力
関
係
を
用
い
て
、
不
適
切
で
不
当
な
言

動
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
相
手
が
精
神
的
・
身
体
的
な
面
に
つ
い
て
、
修

学
・
教
育
・
研
究
や
職
務
遂
行
に
関
連
し
た
不
利
益
・
損
害
を
こ
う
む
る
も

の
」
と
し
、
い
わ
ゆ
る
「
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
も
含
ま
せ
て
い
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、「
不
快
な
言
動
」
と
い
う

定
義
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
場

合
に
も
「
不
快
な
言
動
」
と
す
る
こ
と
が
適
当
と
は
考
え
ら
れ
ず
、「
不
適

切
で
不
当
な
言
動
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
言
動
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
あ
た
る
か
に
つ
い
て
、
分
類
と
例
示
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
学

が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
取
り
扱
う
規
程
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
例
示
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
５
大
学
の

研
究
協
議
会
は
こ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、
来
談
者
が
望
む
こ
と
の
要
点
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

四
つ
目
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な

モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、「
相
談
」、「
調
整
」、「
調
停
・
調
査
（
審
理
）」
の
三

機
能
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
担
当
す
る
組
織
を
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
機
関
、
学
生
相
談
機
関
」、「
部
局
の
調
整
担
当
者
」、「
全
学
委
員
会
、
部

局
委
員
会
」
と
し
、
さ
ら
に
、
相
談
窓
口
（
相
談
員
）
は
「
調
整
機
能
」「
調

停
・
調
査
（
審
理
）
機
能
」
の
担
い
手
に
は
な
ら
な
い
、
と
明
記
し
た
こ
と

で
あ
る
。　

吉 

武 　

清 

實

（
東
北
大
学
高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
学
生
生
活
支
援
部
・
学
生
相
談
室
教
授
）

◆
連
載
◆

学
生
相
談
共
有
ば
な
し
・
第
三
話

　
　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
そ
の
二
）　
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五
つ
目
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
解
決
に
お
い
て
肝

要
な
手
続
き
と
し
て
「
調
整
機
能
」
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
学
内
規
則
に
則
っ
た
調
査
等
に
よ
る
解
決
・
決
着
が
必
ず
し
も
望
ま
し
く

な
い
よ
う
な
場
合
」
の
解
決
手
続
き
で
あ
る
。
実
際
、
相
談
に
お
い
て
は
、

加
害
側
の
処
分
を
求
め
る
相
談
事
例
が
あ
る
一
方
で
、「
悔
し
い
け
れ
ど
も

お
お
ご
と
に
は
し
た
く
な
い
し
、
加
害
側
の
処
分
ま
で
も
求
め
る
も
の
で
は

な
く
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
救
済
し
て
ほ
し
い
」
と
、
あ
く
ま
で
も
白
黒
を

つ
け
る
調
査
に
は
よ
ら
な
い
早
期
の
解
決
を
要
望
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
の
で
あ
る
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
解
決
手
続
き
と
し
て
は
、

一
般
的
に
「
調
停
」
と
「
調
査
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
手
続
き
が
規
定
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
５
大
学
報
告
書
」
は
、

「
調
整
」
機
能
が
問
題
解
決
に
欠
か
せ
な
い
重
要
手
続
き
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
の
で
あ
る

（
＊
）
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
仁
平
義
明
東
北
大
学
学
生
相
談
所
長
、
大
畑
昇

北
海
道
大
学
学
生
相
談
室
長
、
繁
桝
算
男
東
京
大
学
教
養
学
部
学
生
相
談
所

運
営
委
員
長

東
北
大
学
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
程
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

平
成
一
八
年
二
月
一
日
、
東
北
大
学
は
「
国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
に
お

け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
規
定
」
お
よ
び
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題
解
決
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
施
行
し
た
。
新
た
に
策
定
さ
れ
た

規
定
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
そ
れ
に
伴
っ
て
整
備
さ
れ
た
相
談
・
解
決
シ

ス
テ
ム
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。

一�

、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
へ
の
対
応
体
制
が
、
部
局
中
心
の
対
応
か
ら
全
学

中
心
の
対
応
へ
と
変
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
部
局
に
よ
る
、
時
と

し
て
不
慣
れ
な
対
応
（
教
職
員
に
よ
る
不
慣
れ
な
相
談
・
不
慣
れ
な
解
決

行
為
・
不
慣
れ
で
か
つ
中
立
性
を
欠
く
と
疑
念
を
も
た
れ
や
す
い
調
査
）

が
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
問
題
や
部
局
に
よ
る
対
応
の
ば
ら
つ
き
を

アカデミック・ハラスメント対応システムに必要な機能
　 　 ５大学研究協議会 東北大学新ガイドライン

対応システ
ム

主体 部局中心 全学中心

相談機能

相談 ハラスメント相談
機関

学生相談機関

ハラスメント全学相談窓口
（学生相談窓口、職員相談窓
口）

継続的な心理支援

プロセスの見守り

調整・調停・調査への同席 ×

調整機能

調査委員会を通さない環境調
整

部局の調整担当者
全学防止対策委員会に部局が
協力

双方の納得する解決を模索 ○ ×

当事者双方の主張を公正な立
場で調整

× ○

調停・調査
（審理）機能

学内規則に則った調停 全学委員会 全学委員会による調停委員会

学内規則に則った事実調査 部局委員会 全学委員会による調査委員会

懲戒に関する判断 懲戒委員会 全学懲戒委員会



特集・就職支援

60大学と学生 2009.8

回
避
し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
常
勤
の
専
門
家
を
配
置
す
る
な
ど
し
て

全
学
相
談
窓
口
を
充
実
化
さ
せ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
・
対
応
の
専
門
家

を
育
成
、
継
承
す
る
（
＊
）
こ
と
も
期
待
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
（
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
全
学
学
生
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
学
生
相
談
所
の
常
勤
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
兼
務
す
る
体
制
と
し
、
増
員
が
行
わ
れ
た
）。

二�

、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
相
談
者
が
相
談
す
る
に
あ
た
っ
て
、
理

解
し
や
す
く
利
用
し
や
す
い
、
一
義
的
に
は
相
談
者
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
な
る
よ
う
に
す
べ
く
、
構
成
の
工
夫
（
相
談
か
ら
、
申
立
て
手
続

き
、
保
護
措
置
、
問
題
解
決
手
続
き
の
流
れ
）
が
な
さ
れ
、
別
紙
に
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
お
よ
び
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
例
示
記
載
も
な
さ
れ

た
（
例
示
の
記
載
は
、「
５
大
学
報
告
書
」
の
例
示
を
参
考
に
し
て
な
さ

れ
た
）。

三�

、「
学
生
相
談
に
よ
る
苦
心
の
調
整
」
の
限
界
を
超
え
る
べ
く
、
ま
た
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
比
べ
て
幾
倍
か
の
来
談
が
予
想
さ
れ

る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
効
果
的
に
対
応
す
べ
く
、
早
期
解

決
の
た
め
に
必
須
で
あ
る
「
調
整
」
機
能
が
、「
申
立
て
に
よ
る
解
決
手

続
き
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
。

（
＊
）
予
算
削
減
に
伴
う
教
職
員
の
人
員
削
減
が
進
み
、
教
員
が
ま
す
ま
す

激
し
い
競
争
的
環
境
に
置
か
れ
る
今
日
の
状
況
下
で
、
不
慣
れ
な
教
職
員
が

相
談
に
当
た
る
の
で
な
く
、
経
験
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
常
勤
相

談
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
危
機
管
理
の
視
点
か
ら
も
費
用
対
効
果
の
面
か

ら
も
有
用
な
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。

調
整
と
い
う
解
決
手
続
き

「
調
整
」
と
い
う
解
決
手
続
き
は
、「
調
査
委
員
会
に
よ
る
事
実
関
係
の
確

認
と
処
罰
を
含
め
た
処
置
の
検
討
を
行
う
よ
り
も
、
問
題
が
深
刻
に
な
る
以

前
に
働
き
か
け
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
（「
５
大
学
報
告
書
」）。
い
わ
ば
、「
白

黒
を
つ
け
る
こ
と
な
く
被
害
者
を
救
済
す
る
」
手
続
き
で
あ
る
。
東
北
大
学

の
新
規
程
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
調
整
」
に
つ
い
て
、
申
立
て
を
受
け

て
な
さ
れ
る
三
つ
の
解
決
手
続
き
種
類
の
う
ち
の
一
つ
と
し
、「
指
導
教
員
、

研
究
室
、
就
業
場
所
の
変
更
そ
の
他
修
学
・
就
労
上
の
措
置
等
を
行
う
こ
と

を
含
み
ま
す
」
と
定
義
し
て
い
る
。　
　

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
調
整
担
当
者
が
こ
の
よ
う
な
措
置
を
行
う
に
は
、
相

応
の
権
限
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
加
害
者
と
さ
れ
る
側
の
人
が
部
局

内
で
「
強
力
な
パ
ワ
ー
を
も
っ
た
人
」
で
あ
る
場
合
、
調
整
担
当
者
が
学
部

長
で
あ
っ
て
も
、
調
整
行
為
が
難
航
す
る
と
い
う
事
態
は
お
き
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
、「
５
大
学
報
告
書
」
が
「
調
整
機
能
」
の
主
体
を
部
局
（
各
学
部
・

大
学
院
等
）
に
持
た
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
北
大
学
の
新
規
程
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
全
学
（
防
止
対
策
委
員
会
）
中
心
と
し
、
そ
れ
に
「
部
局
長
が
協

力
し
、
そ
の
責
任
と
権
限
に
お
い
て
、
部
局
長
自
ら
又
は
部
局
長
が
指
名
す

る
者
が
手
続
き
を
担
当
す
る
」
も
の
と
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
応
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
の
、「
５
大
学
報
告
書
」
と

東
北
大
学
の
新
規
程
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
照
を
表
に
示
し
て
お
い
た
。
後

者
で
は
、「
調
整
」
の
解
決
行
為
も
全
学
防
止
対
策
委
員
会
へ
の
「
申
立
書
」

の
提
出
の
手
続
き
を
経
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

新
・
規
程
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
い
う
「
調
整
」
は
、
第
三
者
が
紛
争
当
事
者

を
仲
介
し
譲
歩
さ
せ
て
和
解
や
示
談
に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
を
図
る
斡
旋
行

為
の
意
味
を
も
つ
「
調
停
」
と
は
異
な
る
解
決
手
続
き
で
あ
る
。「
調
停
」

は
紛
争
を
前
提
と
し
て
お
り
不
調
に
終
わ
れ
ば
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
種
類

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
調
整
」
で
は
「
公
平
な
立
場
か
ら
早
期

の
問
題
解
決
が
図
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
調
整
」
行
為
で
は
、

指
導
学
生
（
申
立
人
）
の
指
導
教
員
変
更
等
の
措
置
に
指
導
教
授
（
被
申
立

人
側
）
の
納
得
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
が
行
わ
れ
る
。
万
一
、

そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
る
場
合
、
教
員
と
当
該
学
生
の
指
導
・

被
指
導
関
係
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
と
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き
、
申
立
て
の
事
情
に
鑑
み
て
学
生
が
権
利
と
し
て
有
す
る
修
学
・
研
究
の

機
会
を
大
学
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
指
導
教
員
変
更
等
の
措
置
あ
る
い
は
そ
れ
に
見
合
う
措
置
に
よ
っ

て
修
学
・
研
究
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
解
決
が
図
ら
れ
る
。

一
般
に
、「
調
査
」
に
よ
る
解
決
に
は
時
間
を
要
し
、「
調
停
」
は
難
航
す
る
。

相
談
者
側
の
思
い
や
必
要
性
と
し
て
、
白
黒
を
つ
け
て
か
ら
救
済
措
置
を
と

る
と
い
う
『
調
査
』
の
解
決
手
続
き
は
、「
卒
業
あ
る
い
は
学
位
取
得
に
間

に
合
わ
な
い
。
次
の
進
路
は
内
定
し
て
い
る
の
に
、
一
年
遅
れ
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
の
は
理
不
尽
に
思
う
」
と
い
う
訴
え
や
、
あ
る
い
は
「
相
手
に
罰

が
下
さ
れ
な
い
の
は
悔
し
い
が
、（
加
害
者
の
）
処
分
ま
で
を
望
む
も
の
で

は
く
、
自
分
の
修
学
・
研
究
・
就
労
環
境
は
救
済
・
回
復
し
て
ほ
し
い
」
と

望
む
例
に
は
相
応
し
い
と
は
い
え
な
い
。「
調
停
」
の
手
続
き
も
、相
談
者
は
、

通
常
、「
指
導
者
（
教
授
等
）
と
話
し
あ
う
場
に
臨
む
な
ん
て
と
て
も
考
え

ら
れ
な
い
」
と
、
こ
の
手
続
き
に
拒
否
感
を
示
す
。「
調
査
」
と
も
「
調
停
」

と
も
異
な
る
「
調
整
」
の
解
決
手
続
き
が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。

今
後
の
課
題

筆
者
と
同
様
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
・
対
応
に
あ
た
る
大
学
関
係
者
か
ら
し

ば
し
ば
訊
ね
ら
れ
る
こ
と
は
、
加
害
行
為
を
行
う
、
あ
る
い
は
繰
り
返
す
教

職
員
に
よ
る
繰
り
返
し
行
為
を
防
ぐ
方
途
は
な
い
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
次
の
一
か
ら
三
の
よ
う
な
措
置
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
、
多
く
の
大
学
で
、
部
局
間
格
差
の
な
い
全
学
的
制
度
作
り
が
待

ち
望
ま
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

一�

、
調
査
に
よ
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
行
為
の
事
実
に
つ
い
て
認
定
さ

れ
た
者
へ
の
「
再
発
防
止
研
修
」
の
義
務
付
け

二�

、
同
じ
く
認
定
さ
れ
た
教
員
に
よ
る
一
定
期
間
の
学
生
指
導
の
停
止

三�

、
調
査
に
よ
る
認
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
調
整
の
申
立
て
が
相

次
ぐ
教
職
員
へ
の
「
学
生
指
導
に
関
す
る
研
修
」
の
勧
告
あ
る
い
は
義
務

付
け
、
な
ら
び
に
研
修
期
間
に
お
け
る
学
生
指
導
の
停
止
を
可
能
と
す
る

措
置

終
わ
り
に

平
成
一
八
年
か
ら
平
成
二
一
年
の
現
在
ま
で
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
み
で

な
く
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
（
＆
パ
ワ
ー
）・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
取
り
扱
う
規
程
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
作
業
が
、
多
く
の
大
学
で
行
わ
れ
て
き
た
し
、

現
在
も
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
規
程
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
殊
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
丁
寧
に
、
誠
実
に
、
か
つ
中
立
的
に
事
案
の
解
決
に
当
っ
て

い
く
中
で
見
え
て
く
る
不
備
な
点
に
つ
い
て
、
必
要
な
修
正
を
図
っ
て
い
く

べ
き
も
の
で
あ
る
。

規
程
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
・
対
応
体
制
（
シ
ス

テ
ム
）
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
事
の
性
質
上
、
大
学
間
で
の
共
有
が
な
さ
れ

に
く
く
、
ま
た
相
談
・
対
応
の
常
勤
の
専
門
家
の
育
成
に
し
っ
か
り
と
力
が

注
が
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
に
、
気
付
か
れ
て
き
た
諸
問
題
に
つ
い
て
大
学

間
で
学
び
あ
う
こ
と
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
六
月
号
に
案
内
し

た
「
東
北
大
学
高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」（
＊
）
は
、

こ
の
よ
う
な
学
び
あ
い
を
、
大
学
を
越
え
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
間
で

行
お
う
と
す
る
も
の
。
模
擬
事
例
を
も
と
に
、
専
門
の
弁
護
士
の
コ
メ
ン
ト

も
得
な
が
ら
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
行
う
予
定
。
関
心
の
あ
る
大
学
か
ら
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
＊
）
九
月
一
七
日
午
後
一
時
か
ら
一
八
日
午
後
三
時
。
参
加
費
無
料
。
参

加
申
し
込
み
は
、
東
北
大
学
学
生
相
談
所
（
電
話
・
〇
二
二-

七
九
五-

七
八
三
三
）
ま
で
。
詳
し
く
は
、
東
北
大
学
の
Ｈ
Ｐ
、「
東
北
大
学
高
等
教

育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
に
。　




